
概要と現在の情勢を解説
配合飼料安定基金

系
飼
料
メ
ー
カ
ー
が
供
給
す
る
配
合
飼
料
の

安
定
基
金
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
供
給
す
る
飼

料
を
使
っ
て
補
て
ん
金
を
受
け
取
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
の
窓
口
の
Ｊ
Ａ
や
、
県
の

基
金
協
会
と
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
農
場
で
使
っ
て
い
る
飼
料
メ
ー
カ
ー
と
異
な

る
系
列
の
基
金
と
契
約
を
す
る
と
、
補
て
ん
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
複
数
の
系

列
の
飼
料
を
使
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
基
金
の
窓
口
と
契
約
を
結
び
ま
す
。

　
通
常
基
金
の
み
で
は
対
応
が
困
難
な
ほ
ど

飼
料
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
た
際
に
、
通
常

基
金
と
あ
わ
せ
て
補
て
ん
金
を
交
付
す
る
の

が
「
異
常
基
金
」
で
す
。
こ
の
基
金
の
財
源

は
国
と
全
農
が
１

：

１
で
積
み
立
て
て
お

り
、
配
合
飼
料
供
給
安
定
機
構
が
管
理
し
て

い
ま
す
。

　　
配
合
飼
料
安
定
基
金
は
４
年
を
１
つ
の
事

業
単
位
と
し
て
い
ま
す
。
積
立
金
を
納
め
、

補
て
ん
金
を
受
け
取
る
と
い
う
基
本
の
流
れ

　
通
常
基
金
に
は
、
飼
料
メ
ー
カ
ー
ご
と
に

３
つ
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１

つ
「
全
農
基
金
」
は
、
全
国
の
総
合
農
協
が

供
給
す
る
「
く
み
あ
い
配
合
飼
料
」
を
取
り

扱
う
全
農
系
の
基
金
で
す
。
２
つ
目
の
「
畜

産
基
金
」
は
、
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、
全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
日

本
養
鶏
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
全
国
畜
産

農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
供
給
す
る
配
合
飼

料
の
安
定
基
金
。
３
つ
目
の
「
商
系
基
金

（
全
日
基
）
」
は
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
商
社

通
常
基
金
を
管
理
す
る

３
つ
の
基
金

に
つ
い
て
、
基
本
契
約
を
４
年
ご
と
に
結
び

ま
す
。
そ
の
上
で
毎
年
「
数
量
契
約
書
」
を

結
び
ま
す
。
「
数
量
契
約
書
」
に
は
、
「
畜

産
物
販
売
証
明
（
販
売
伝
票
の
写
し
等
）
」

を
添
付
し
、
四
半
期
ご
と
の
飼
料
の
購
入
予

定
数
量
（
毎
年
の
実
態
に
合
わ
せ
る
）
を
記

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
字
は

「
契
約
数
量
」
と
呼
ば
れ
、
補
て
ん
金
の
計

算
な
ど
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
契
約
は
J
A
と
締
結
し
ま
す
。
締
結
の
締
め

切
り
に
つ
い
て
は
、
基
金
や
地
域
に
よ
っ
て
取

り
ま
と
め
の
時
期
が
異
な
る
た
め
、
様
式
や
締

結
先
と
あ
わ
せ
て
配
合
飼
料
の
営
業
担
当
者
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
の
月
末
が
積

立
金
の
納
付
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
全
農
基
金
で
は
、
契
約
数

量
を
も
と
に
、
生
産
者
は
１
ト
ン
あ
た
り
６

０
０
円
を
積
み
立
て
ま
す
。
県
連
と
全
農
の

積
立
は
合
わ
せ
て
１
ト
ン
あ
た
り
６
０
０
〜

１
２
０
０
円
の
範
囲
と
決
ま
っ
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
は
補
て
ん
財
源
が
少
な
い
の
で
上

限
の
１
２
０
０
円
で
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

※
単
価
は
毎
年
見
直
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
担

当
者
に
確
認
く
だ
さ
い
。

飼料高騰時に畜産経営への影響を緩和するための「配合飼料安定基金」の基本と、
現在の情勢について

知って
おきたい!!

制 度
の

目 的

全
農
基
金

全
国
配
合
飼
料
供
給
安
定
基
金

畜
産
基
金

全
国
畜
産
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金

商
系
基
金（
全
日
基
）

全
日
本
配
合
飼
料
価
格

畜
産
安
定
基
金

大
幅
値
上
が
り
時
に
は

異
常
基
金
が
サ
ポ
ー
ト

契
約
の
締
結

積
立
金
の
納
付

●営利目的で継続的に家畜を飼育しており、飼料原料価格の変動リスクを負い畜産経営を業として
営んでいる者（学校や研究所、試験場などは対象外）。

●下記の家畜全て、または一部について常時飼養している者。

　　採卵鶏　100羽以上 肉用鶏　500羽以上 乳用牛　１頭以上

　　肉用牛　１頭以上 肥育豚　5頭以上 種　豚　２頭以上

　　うずら　1,000羽以上 その他　特畜種（基金が認めた家畜で、別途書類が必要）

配合飼料安定基金に加入できる生産者

「配合飼料安定基金」とは、生

産者と飼料メーカー（全農と、県

連もしくは飼料会社）が定期的

に積み立てた財源と、国からの

財源を合わせた補てん財源を

使って、配合飼料の価格が大き

く値上がりした時に生産者に補

てん金を交付する制度です。

「くみあい配合飼料」の例をもとに分かりやすく説明します。

600円
×契約数量(トン)

600円
×契約数量(トン)

600円
×契約数量(トン)

300円
×契約数量(トン)

300円
×契約数量(トン)

900円
×契約数量(トン)

生
　
産
　
者

Ｊ
　
　
　
Ａ

県
　
　
　
連

基
　
　
　
　
金

全
　
　
　
　
農

基金の仕組み

※上の図は全農基金の例です。積立金の単価は令和4年度の全農基金の単価です。

600円/契約1トン

生産者

300円/契約1トン

県　連
（もしくは飼料会社）

900円/契約1トン

全　農

異常
基金

通常
基金

全　農

生産者

国

積
立
金

積
立
金

補
て
ん
金

配合飼料の値上がり時に補てん

全農基金積立金の納付フロー（令和5年度）

43 42ちくさんクラブ 21　Vol.146ちくさんクラブ21　Vol.146
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補
て
ん
単
価
は
当
該
の
四
半
期
の
翌
月
末
に

決
ま
り
ま
す
。（
４
〜
６
月
期
の
補
て
ん
金
単
価

は
７
月
末
に
決
定
）計
算
方
法
は
、以
下
の
通
り

で
す
。

　
輸
入
５
原
料（
と
う
も
ろ
こ
し
、マ
イ
ロ
、大
豆

粕
、大
麦
、小
麦
）の
通
関
統
計
を
ま
と
め
て
、当

該
の
四
半
期
の
加
重
平
均
価
格
と
、そ
の
四
半

期
を
含
ま
な
い
直
近
４
四
半
期（
＝
１
年
間
）の

加
重
平
均
価
格
を
比
べ
て
、当
該
四
半
期
の
加

重
平
均
価
格
の
ほ
う
が
高
け
れ
ば
、そ
の
差
が

補
て
ん
単
価
の
上
限
と
な
り
ま
す
。特
別
な
事

情
が
な
け
れ
ば
補
て
ん
は
上
限
の
単
価
で
行
い
、

補
て
ん
単
価
は
50
円
単
位
で
切
り
捨
て
ま
す
。

た
だ
し
、単
価
が
2
5
0
円
未
満
の
場
合
は
補

て
ん
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
補
て
ん
は
、「
通
常
基
金
」か
ら
の「
通
常
補
て

ん
」が
優
先
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。値
上
が
り
の

幅
が
大
き
く
、当
該
四
半
期
の
加
重
平
均
価
格

が
直
近
４
四
半
期
の
加
重
平
均
価
格
と
比
べ
て

1
1
5
％
を
超
え
て
高
騰
し
た
時
は
、そ
の
部

分
は「
異
常
基
金
」か
ら
の「
異
常
補
て
ん
」が
交

付
さ
れ
ま
す
。（
補
て
ん
単
価
の
内
訳
と
し
て

「
通
常
補
て
ん
」と「
異
常
補
て
ん
」が
あ
り
ま

す
。「
異
常
補
て
ん
」は
補
て
ん
単
価
に
上
乗
せ

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　
当
該
の
四
半
期
に
実
際
に
出
荷
さ
れ
た
数

量
と
、そ
の
四
半
期
の
契
約
数
量
を
比
べ
て
、少

な
い
ほ
う
を「
補
て
ん
対
象
数
量
」と
し
ま
す
。

配
合
飼
料
の
う
ち
穀
類
、糟
糠
類
、植
物
性
油

か
す
、動
物
性
飼
料
の
４
区
分
の
原
料
が
50
％

を
超
え
て
い
る
飼
料（
原
材
料
が
３
種
類
以
下

の
飼
料
は
除
く
）が
、基
金
の
対
象
で
す
。

　
代
用
乳（
脱
脂
粉
乳
及
び
ホ
エ
イ
パ
ウ
ダ
ー

を
主
原
料
と
す
る
）や
乳
製
品
が
50
％
を
超
え

る
も
の
、混
合
飼
料（
二
種
混
合
）、糖
蜜
飼
料

（
糖
蜜
混
合
）、単
味
飼
料
と
養
魚
飼
料
な
ど

は
安
定
基
金
の
対
象
外
で
す
。T
M
R（
完

全
混
合
飼
料
）は
数
量
の
全
部
が
補
て

ん
対
象
に
な
る
場
合
と
、一
部
し
か
補

て
ん
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。対
象
外
の
製
品
リ
ス
ト
が
あ
る

の
で
確
認
が
必
要
で
す
。も
ち
ろ
ん
、素

畜
や
ヒ
ナ
、薬
品
な
ど
も
対
象
外
で
す
。

　「
補
て
ん
単
価
」と「
補
て
ん
対
象
数
量
」を

掛
け
合
わ
せ
た
金
額
が「
補
て
ん
金
額
」に
な
り

ま
す
。「
補
て
ん
単
価
」の
ほ
う
が
遅
く
決
ま
る

た
め
、当
該
四
半
期
の
翌
月
末
に「
補
て
ん
金

額
」が
決
ま
り
ま
す
。

　
補
て
ん
金
は
補
て
ん
対
象
四
半
期
の
翌
々
月

に
交
付
さ
れ
ま
す
。飼
料
代
金
や
積
立
金
、売

掛
金
な
ど
と
の
相
殺
は
で
き
ま
せ
ん
。生
産
者

の
収
入
と
み
な
さ
れ
る
の
で
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。

「
補
て
ん
単
価
」の
決
め
方

「
補
て
ん
対
象
数
量
」の
決
め
方

「
補
て
ん
金
額
」の
計
算

補
て
ん
金
の
交
付

　
補
て
ん
金
交
付
の
前
に
契
約
数
量
変
更
・
積

立
金
納
付
・
飼
料
の
購
入
が
あ
り
ま
す
。
補
て

ん
が
連
続
す
る
と
、
こ
れ
が
３
カ
月
ず
つ
ず
れ

て
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
配
合

飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
高
額
の
補
て
ん
が
続

い
て
い
ま
す
。
生
産
者
と
メ
ー
カ
ー
の
積
立
金

だ
け
で
は
「
通
常
基
金
」
の
補
て
ん
財
源
が
不

足
す
る
の
で
、
３
つ
の
基
金
と
も
配
合
飼
料
供

給
安
定
機
構
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
て
補
て
ん

し
て
い
ま
す
。

　
借
り
入
れ
た
資
金
の
返
済
は
令
和
6
年
以
降

の
積
立
金
の
一
部
か
ら
行
い
ま
す
。
補
て
ん
金

は
過
去
の
積
立
金
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
借
入

に
よ
る
補
て
ん
は
将
来
の
積
立
金
も
使
っ
て
補

て
ん
を
し
て
い
る
状
態
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
平
成
19
年
度
、
平
成
25
年
度
に
も
同
様
の

借
入
補
て
ん
に
よ
っ
て
高
額
の
補
て
ん
を
行

い
、
そ
の
後
の
返
済
を
無
事
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
同
様
に
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
に
ご

負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
返
済
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
令
和
５

年
度
以
降
の
安
定
基
金
の
継
続
契
約
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
以
降
の
基

金
契
約
数
量
を
令
和
４
年
度
の
80
％
を
超
え
る

数
量
に
す
る
こ
と
（
た
だ
し
規
模
縮
小
な
ど
の

合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
例
外
）
を
基
本

と
し
、
契
約
数
量
を
20
％
以
上
減
ら
す
場
合

は
、
減
少
割
合
に
応
じ
て
借
入
部
分
に
相
当
す

る
補
て
ん
金
の
一
部
を
返
納
い
た
だ
く
か
、
も

し
く
は
、
返
納
す
る
ま
で
令
和
６
年
度
以
降
の

基
金
契
約
を
し
な
い
と
い
っ
た
選
択
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
４
〜
６
月
期
か
ら
「
緊
急
補
て

ん
制
度
（
新
た
な
特
例
）
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
P
44
の
「
補
て
ん
単
価
の
決
め
方
」
で
ふ

れ
た
補
て
ん
基
準
輸
入
原
料
価
格
の
計
算
を
直

近
10
四
半
期
（
＝
2
・
5
年
間
）
に
延
長
し
て
、

補
て
ん
が
出
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
補
て
ん

財
源
に
国
の
財
源
を
活
用
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
ち
ら
は
３
つ
の
基
金
団
体
ご
と
に
対
応
が

異
な
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
年
度
途
中
に

ル
ー
ル
が
追
加
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
団
体
の
担
当

者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
補
て
ん
金
の
交
付
方
法
が
基
金
団
体

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。
全
農
基
金
と
畜

産
基
金
は
「
通
常
補
て
ん
」
を
従
来
通
り
の
時

期
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
商
系
基
金
は
通
常
補

て
ん
を
従
来
の
よ
う
に
一
度
に
交
付
せ
ず
、
分

割
し
て
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
基
金

団
体
に
よ
っ
て
通
常
補
て
ん
財
源
の
状
況
に
差

が
あ
り
、
借
入
や
返
済
の
流
れ
な
ど
運
用
の

ル
ー
ル
も
基
金
ご
と
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
団
体
の
担
当
者
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本制度は、配合飼料の価格変動が畜産生産者の経

営に与える影響を緩和するために作られ、現在も畜産

生産者の多くが活用する制度です。全農基金は生産者の資金繰

り支援を最優先に考え、全国のＪＡや県連と連携した制度運用を

行ってまいりました。全農の配合飼料安定基金は、今後もＪＡグ

ループが行う生産者支援の一環として制度の運用に最善を尽く

してまいります。

四
半
期
の
流
れ

（
７
〜
９
月
期
を
事
例
と
し
た
場
合
）

借
入
に
よ
る「
通
常
補
て
ん
」

令
和
５
年
度
の「
緊
急
補
て
ん
」

基
金
団
体
に
よ
る
差
に
注
意

補てん金額の計算から交付まで

　数量契約書の記入時に“予期していなかった廃業”の
場合、安定基金の契約解除が認められます。しかし、規模
拡大・縮小や、給与形態の変更による使用数量の増減、
飼料メーカーの変更による契約解除は認められません。災
害や疾病などによる特例的な措置は相談が必要です。
　積立金の請求を取り消す事務処理には時間を要します
ので、数量変更の手続きは配合飼料の営業担当者と相談
の上、解約する四半期の前々月までに行いましょう。

基金対象になら
ない飼料は、その
分の契約数量を
減らしておくと
積立金の節約に
なるよ！

７～９月期を例とした四半期の流れ

数量変更について

配合飼料価格安定制度の主な補てん発動条件

最後に

●平均輸入原料価格が基準輸入原料価格を超える場合に、
上回った額の補てんが発動。

●さらに平均輸入原料価格が基準輸入原料価格の115％
を超える場合に、上回った額の異常補てんが発動。
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農林水産省WEBページより

５月 ６月 7～9月 １０月 １１月

契約数量変更
（廃業等）

７～９月期
積立金納付 飼料の購入

７～９月期
補てん金交付

115％を超える部分に対して
異常補てんが発動

基準輸入原料価格を超える
部分に対して、通常補てんが発動
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